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就 任 ご 挨 拶 
 
                                放送大学・香川同窓会 
                                 会 長 藤本 芙佐子 
 

 この度、放送大学・香川同窓会会長に就任いたしました。私たちの香川同

窓会は発足１６年、会員は１７８人と大きく成長しました。 
何を実行すれば会員のためになるのだろうか？ 陳腐ながら「会員の、会

員による、会員の為を」モットーに会の充実、発展に努力したいと存じます。 
 また、日頃より学習センター長をはじめ、職員の皆様の援助やご協力、客

員教授先生方のお力添えに深く感謝いたします。 
放送大学同窓会連合会、地域学習センター、各地区同窓会の皆様のご厚誼

を賜り、連帯・友好を進めたいと願っています。 
 香川には瀬戸内の島を紹介、芸術を披露する瀬戸内芸術祭があり今年は開催年です。 
以前より香川同窓会は元香川学習センター長の岡市先生（元香川大学長）発案で瀬戸内の島を巡

る「島ネット」を実施し、有人の島を半数訪問して交流しています。 
今後も続行しますので芸術祭（４月－９月）ともにご参加を願い、香川同窓会を今後もどうぞ

ご指導くださいますようお願い申し上げます。 
 
 
 

退 任 の ご 挨 拶 

                前会長 関 義久 

 

  同窓会員の皆様には益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 

さて、平成 28 年 4 月より放送大学香川同窓会の会長を務めてまいりましたが、本年度 4月の総会

をもちまして退任させていただきました。 

3 年間の短い間ではございましたが、在任中、多くの会員の皆様のご協力を賜り誠にありがと

うございました。また、大学本部での総会や徳島同窓会主催の中四国交流会などにも参加させて

いただき、楽しい時を過ごすことができました。心より感謝申し上げます。 

 今後は、香川同窓会の三豊観音寺地区の責任担当役員として地区交流会などを手掛け、本同窓

会に貢献していきたいと思います。 

 香川同窓会の益々の発展をお祈りして、簡単ではございますが、退任のご挨拶とさせていただ

きます。 
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無謀にもフルマラソンに挑戦 ランニング迷走の巻Part２

広報主幹 德田 仁司

山登りや自転車挑戦のためランニングを２年前に始めたことは，ほうゆう会原稿に投稿

したところである。同窓会からも原稿依頼があり，その後を記述することにした。

週３～４回の継続練習の成果か１０キロを約１時間でコンスタントに走れるようになった。徳島

の友人Kさんから，「３月にある徳島マラソンで一緒に走らないか」と誘われ，まだ，ハーフ以上の

距離を走ったことがないにもかかわらず，何故か，勢いでOKし，エントリーもしてしまった！後で

後悔したものの，友人に断りができなかった。ことの始まりは次のようなきっかけからである。

６月に徳島の友人から電話があり，「１０月に高松に行くから一緒に庵治クオータマラソ

ンに走らないか」と誘われた。丸亀ハーフマラソンまでにはまだ時間があり，会うのも久し

ぶりなのですぐにネットで申し込み，参加することにした。大会１ヶ月前になり，コースを確認した

ところ，海岸沿いを走るので景色を楽しみながら走れるようだが，ひょっとしたらアップダウンが多

いかも知れない。一度事前に確認をしておこうと考え，大会１週間前にコース試走を行うことにし

た。すると，またまた，徳島のKさんから「急用ができたので参加できなくなった。参加書類を送る

から誰かか誘って一緒に走って！」とあっさっりと言われてしまった。ちょっと困ったものの，英語

＆ワインつながりでご夫婦ともに友人であるＭさんをダメ元で誘ってみた。すると，家の近所をよ

く走るものの大会などは参加したことがないので参加してみたいという一つ返事であった。という

ことで，１週間前に庵治支所で待ち合わせ，景色を楽しみながら，旅行など，いろいろなことを話

しながらゆっくりと走った。予想していた通り，坂が多く，当日の体調次第では記録（１０Ｋ）は狙わ

ないことにした。

庵治マラソン大会当日，快晴で良く気持ちよく走れそうだった。ただ，直前に太ももを痛めてい

たので，少々ゆっくり目で走ることにし，Ｍさんにもそのことを伝えて走り出した。走り始めは無理

せずスローペースで走り，太ももの痛みが出なければ気持ちよく走れるスピードで走ろうと考え

た。周りの声援も有り，スマートウオッチでペースを確認しながら調子よく走った。折り返し地点を

しばらく過ぎてからＭさんとすれ違ったので声をかけた。すると，ゴール２キロ前ぐらいに，Ｍさん

に一気に抜かれてしまった！完走後の無料優待のお風呂で話したところ，私に抜かれていること

が分かり一気にスイッチが入ったそうだ。栗林トンネルの百舌坂をよく走っているので坂道は大

好きとのことだった。私も１０Ｋは記録更新（５５分）をすることができた。

レース後，Mさんを丸亀ハーフマラソンを誘った。確認してもらうと，参加

申し込みは予定の１ヶ月前に締め切ったそうであったが，前日申し込みで

最後列からの参加は可能だったので申し込みをしたとのことだった。大会当日，Ｍ

さんと一緒に会場に向かった。トイレやペース配分などのアドバイスをした後，そ

れぞれのコースに分かれた。去年の大失敗の経験を生かし，ペース配分に気をつ

けて走ったので，昨年より１５分も速く完走する（１Ｋ６分切れ）ことができた。Ｍさんは最後尾での

出発ながら，私より速く，何と２時間を切っていた。完走後，今回も一緒に温泉に入り，互いの健

闘を励まし合った。私の勧めで購入したスマートウオッチがとても役立ったとお聞きし，自分のこ

とのように嬉しかった。

次は，３月にある徳島フルマラソン。吉野川沿いを走るようである。大会参加者は丸亀

の２倍近くと聞いている。本当に走れるかどうか自信がないので，ランニング友にもなった

Ｍさんと事前に近所で二人フルマラソンを実践し，大会に臨もうと思っている。徳島の友人との再

会，完走後の入浴，ビール？が楽しみだ。

謀

庵

丸

徳



  香川同窓会主催講演会  

ミイラの服を着せかえる マダガスカル共和国訪問記 
平成 30 年 5 月 20 日 

                    講師 中西健仁先生（四国学院大学講師） 
 
 

 マダガスカルというと、中国大陸の隣の台

湾の形状を思っていたら、とんでもない。 
少々、マダガスカルについて説明。面積は日

本の約１．６倍。人口２４８９万人。住んで

いる種族は１８。多民族である。多数を占め

るのは中央高地に住むメリナ族。ツイレオ族

が多い。マレー、ポリネシア、その他の人が

アフリカ大陸からやってきて海岸地帯に住

みついたものだ。 フランス植民地化以前は

メリナ王朝が全土を支配していた。（１８９

６年）。１９６０年６月フランスから独立し

た若い国家。首都、アンタナナリボは丘という意味。１人当ＧＤＰ年 約４・５万円。（２０１６

年）米とキャッサバが主食。中西先生は現地で日本にも有った「足ふみ脱穀機」をまわしてコメ

を脱穀。スクリーンの脱穀の姿を見てつい、にやり！とした。 
 
１．マダガスカル特有型の墓は半円高。直径が６メートある。円形墓では１０年たつとミイラを

家に連れて帰り新しい服に着替えさせて、また墓へ帰す。ミイラは坐像である。 
２．飼育の牛（こぶ牛）は財産である。２００頭もの飼育者もいる。飼い主が死去すると 1/2 ぐ

らい屠殺し、肉は部落中、周囲に配る。牛角は飾

り物で、牛の販売はない。 
アフリカ大陸にはこの風習はなく、そのためかマ

ダガスカルはアフリカの一部という意識は皆無。

先祖はアジアより来て、また人種的、文化的にも

アジア様であると信じている。手漕ぎの小さい舟

で風に助けられマレー、ポリネシアから来た多民

族だとみんなが信じている。色黒だが目は.丸く、

美人である。日本人には親しみやすい。 
 
―中西先生の言葉― 
 一般の方はマダガスカルは「アイアイ」、「横跳びのサル」「カメレオン」「巨大なバオバブ」木

を思い出すでしょう。アフリカ大陸のように大型獣がいないので島特有の生物が生息できている。

ＧＤＰが低いので、バオバブ製の楽器“双子タイコ、5000 円。カリンバ 100 円（指ピアノ）。―

以前先生の指導で作成したー 
中西先生はフランス語が通用するなら、どこへでも一人で出かけるバイタリテイあり。 

今回は首都「アンタナナリボ」―日本大使館があるー中心の移動であった。 
次回はマダガスカルの奥地へ侵入して冒険をする予定。ぜひご期待ください。（藤本 記） 
 



卒業研究ガイダンスと研究発表 
                           平成３０年６月１０日（日） 

                           学習センター８階講義室 
 
１．大平センター長先生の研究のための指導 

イ．卒業研究は授業を受けた中で、明らかにしたいと思うことを目的とする。 
学習した内容を深めたい。自分が実現したいと感じたことを目的とする。 
上記を基準にして、具体的な実施方法を詳細に研究していく。 

ロ．卒業研究を履修するには、申請が必要。（実施の前年度に申請をする） 
    申請条件： 申請条件を満たした者のみ申請できる。 

 「全科履修生であること。６単位修得。通年科目。唯一直接個別指導」である。 
 申請者には審査がある。所定の申請書を提出し、審査のうえ履修が認められた場合限

定。 
ハ．指導教員の指導を受け実施。 

「卒業研究を目指す方は、いつでも相談するとよい。」 

 

２．今回の卒業研究の発表は、全科履修生 「心理を教育」コース卒業 若林 直美さま 

イ．研究のテーマ 

「発達障害（グレーゾーン）の子を含む異年齢 

グループの交流活動を通した協同的学び合い」 

ロ．研究は卒業研究ガイダンスから始まった。 

７月後半、教育学部・緒方先生と面接 

研究テーマについて相談。 

８月研究計画書作成・提出。毎月１回程度 

小方先生と打ち合わせ。 

ハ．ペアレント・メンター研修 

   ① 事例研究の記録、支援学校見学 
翌７月、執筆開始・１１月研究提出 

     ② ２０１８年２月、単位取得 
  ③ 卒業研究を終了して，（感想をいただいた） 

やり遂げた達成感、実際に見学した支援学校での体験。 
この貴重な体験を今からの仕事に大いに役立てる自信がついた。 

 
 
 

“チャンスは年に１回。どうかチャレンジしてほしい” 



今回の島ネットは   丸亀沖のさぬき広島！ 

                              寶田 洋子 
 
 元香川大学長・香川学習センター長の岡市先生のご指導で始めた「瀬戸内海・島ネット」 
今回は花崗岩の島、さぬき広島です。島ネットでは訪問した島の方との絆を楽しみます。 
「さぬき」と冠詞があるのは広島県と区別するためと、島の方が教えてくれました。 

 
9 月 2 日（日）丸亀港からフェリー（9 時 25 分発）

で広島の江之浦港へ、14 人の参加です。 
 広島にはコミニュテイバスがありますが、バス

はバス停のみで止まるので（当然！） 
そこで私が依頼した広島の案内人、平井光子さん

が案内用の車を準備してくれました。 
平井さんは 3台の案内自動車と江之浦港で出迎え

てくれました。感激です。 
上陸してすぐ見たのは、いろは石。島には 49 か

所ありこの石を目当てに廻れるということです。 
 広島は青木石の産地と聞いており、ブルーの石

を想像していましたが、青木石は石を産する地名です。純粋の花崗岩で瀬戸の銘石とパンフレッ

トにあり。青木石を産する丁場の持ち主、斉藤石材の社長さんの案内で青木石採掘場の見学です。 
斉藤石材の加工場ではダイヤモンドを加工したロープ状の石材裁断機があります。 

光るダイヤモンドが見える加工機は 2000 万円、カットされた石材は見事ですぐに用材にできそ

うです。石材はお墓・建築用材になります。 
 尾上邸という見事なつくりの御屋敷もあり、丸亀城の石垣（扇の形状）のような見事な石積で

した。細部にわたる細やかな細工がされて、手間をかけたことが覗えました。 
ご案内いただいた青木石材協同組合参事筒井氏の説明で、島の人口・189 人、20 歳以下は 0 人。

筒井氏は島の学校へ行きましたが今、学校はありません。                      
 
島には「レキの墓」という石碑があります。ずーと不明でしたが、10 月になりレキは英国海軍

士官フランク・トーベイ・レイクさんと判りました。1868 年停泊中に死去されたのを祀ったもの

です。島の人はいつも御参りして大切にして、この島の優しさを感じます。12 月に 150 年の慰霊

祭実施さえます。 
帰りには丸亀港の近

く食事どころ「一徳」で

お魚料理を楽しみまし

た。立派な舟盛りが出て、

全員「おう！」と喜びま

した。 
前後に台風がきましたのに何もなく、みなさんのお

かげです。  
次回は“志々島”を予定しています。どうぞ参加を！    

（藤本芙佐子・追記） 
                                           



       放送大学同窓会・中国四国地区交流会 
                            H30.9.15（土）16（日） 

                            山口学友同窓会・主催 
 
 今回は山口学友同窓会のお世話で開催です。授業がない時でよい日程です。 
山口学習センターのある山口大学は湯田温泉に隣接しており，構内にバス停があるほど広大なキ

ャンパスです。 
 放送大学から 副学長・池田龍彦先生、同窓会連合会から、矢野副会長様、津野理事様、 
西岡進事務局長様。地元山口から 14 人の方、中四国同窓会から 24 人総勢 42 人です。 
 
9 月 15 日は、 
公開講演会山口学習センター長岡村先生の「イスラームについて」今、話題の IS のもとのイス

ラームの発祥から説明があり、この内容は大変興味深く、タイムを急かされましたが、延長を

頼みたいぐらいです。 
② 池田龍彦先生は「生涯学習のすすめ」 
「競争する相手は他人でなく自分である。」「また生きて

いるだけであなたは社会に貢献している。」迫力あるお

言葉でした。タイムに追われましたが先生は意に介せず

のようでした。 
③ 各同窓会の情報交換会。学習センター所在地の特徴

があるお知らせです。 
香川同窓会は「島ネット」行事をお知らせしました。

全国でほかに無い情報です。 
 

9 月 16 日（日） 
歴史「明治維新の策源地」を体験するために山口市内へ出かけました。 
＊ 見学場所―藩庁門（文久 3 年、攘夷の時、萩から山口へ移設した時に山口城の門として建

造された。志士たちはこの門より京へと旅立った。  
＊ 山口県政資料館―藩政から明治へ―現代にいたる。他所にはない資料館です。 
＊ 瑠璃光寺―五重塔（国宝）足利幕府と戦い、泉州堺に倒れた大内義弘の菩提を弔うために

1442 年建立。優美なシルエットは全国一といわれます。 
今回 香川 3 人参加しました。とにかく時間に追われ忙しい時間を過ごしました。                                   



平成 31 年度 香川同窓会総会のご報告 
 

31 年度通常総会は出席者 18 名、委任状 94 名、合計 112 名 
4 月 1 日現在、会員数 178 名の三分の二を占めることにより総会成立。 
 
第一号議案～第四号議案の提案、審議を行いました。 

議案に対する審議の結果、原案通り（一部修正）決議されましたので 
ご報告致します。 

記 
 
開催日  ： 平成 31 年 4 月 14 日（日曜日）11 時～12 時 
開催場所： 放送大学香川学習ｾﾝﾀｰ 会議室（8 階） 
 

1 号議案  平成 30 年度活動報告 
           平成 31 年度活動計画案 

2 号議案  平成 30 年度会計報告並びに監査報告 
           平成 31 年度予算案 

3 号議案  会則の一部改定案 
4 号議案  役員辞任に伴う新役員選出 

 
引き続き行われました「交流会」「懇親会」は下記の通りです。 
 
「交流会」 12 時～13 時 30 分  

 香川大学学生会館（２階） 
 
  17 名参加され、食事を挟みながら自己紹介 
を始め学習に関する情報交換や近況報告な 
どを行い、最後に記念撮影でお開きとなりま 
した。 

 
 「懇親会」 14 時 30 分～16 時 30 分 

 高松市内のカラオケ喫茶店 
 
   10 名参加されました。まず、コーヒー・ジュース・ビールなどで乾杯 

その後カラオケ、終了までマイクの奪い合いで大いに盛り上がりました。       



会員各位から近況のご報告です 
 
 相坂 佳代 4 月は地鎮祭があり、欠席です。 
 石川 道子 皆様によろしく。 
 石川 浩子 生涯学習を忘れずにと思っております。 
 茨  良徳 本当にお世話になって、体調が不調のため勝手致しますが元気になれば 
       出席したいと思っています。 
 上枝志津代 会報、名簿欲しいです。 
 氏原 美歩 いつもありがとうございます。今後ともよろしくお願いします。 
 岡市 先生 一人で出かけられないので欠席です。 
 大森  茂 体調回復してきました。今年は自治会長になります。 
 岡本 幸晴 島旅行の提案。豊島で「とのわ」という宿泊、食事を提供する「地域おこ 
       し協力隊」があります。ネットで豊島「とのわ」を検索してください。 
 岩田 生男 残念ながら他の行事と重なり、欠席します。 
 大塚 俊浩 妻の体調不良に付き合いながら、仕事をしています。 
 熊野  収 健康のため、里山歩きをしています。 
 久保 佳枝 いつもありがとうございます。役員さんのおかげで同窓会会員として情報 
       をいただき、感謝。今後もよろしく。 
 小橋 一宣 現在も在籍していまして、楽しくやっています。 
 北村 竹美 いつもお世話いただき、ご連絡ありがとうございます。 
 後藤 敏明 手術を受けました。体調がよくないです。 
 城下 梨香 第３子をおなかに抱えながら、ビデオ、テスト学習のことが懐かしいです。 
       継続学習を望んでいますが末子の大学入学など忙しいです。 
 佐藤 明子 去年卒業し、生活と福祉で再入学です。 
 佐藤  隆 私は６０歳を過ぎていますが、新しい職場で頑張っています。土、日の休 
       日がとりづらいので、参加しにくく申し訳ありません。 
 坂本 崇夫 体調不調です。 
 柴田 洋子 よろしくお願いします。皆様によろしく。 
 武智 孝志 毎度欠席ですみません。教育医療、農業で研究を行っています。ご縁があ 
       れば幸甚です。 
 豊島 清美 あれをしよう、これもしようと思うばかりで日が過ぎています。 
 田村 郁美 休日の登山、トレイルが難しくなれば、再度学びの場へ行こうと思います。 
 田村 智子 教材は.心の糧です。 
 玉川 蓮江 科目登録のみ、頭の中の整理です。 
 谷本 澄江 いつも連絡ありがとう。いつか出席いたしたく、気持ち、体力に余裕が 
       できたら行事にも参加します。 
 高橋 房子 体は治療中、同窓会の懇親会のご盛会を祈ります。いつもお知らせいただ  
       きありがとうございます。 
 西内 尚子 ご無沙汰をしています。４月から就業で総会は欠席です。体力、知力も衰    
       えていますが好奇心は旺盛です。 
 新納 裕明 心理と教育コースに再入学です。 



 中島百百代 さぬき広島へ行けなくて残念でした。 
 堀尾 清一 近くの書道教室で書を学んでいます。大学での学びの精神を生涯続けて 
        行きたいです。 
 福岡 幸子 時々仕事、ボランティア、ほぼ毎日田舎家で農婦です。 
 福井 恒博 愛媛県伊予市に住んでいます。場所は下灘駅（無人）の近く。観光客が多 
       い。放送大学で古い街並みを学習したおかげで下灘駅を守っています。 
       皆様の活躍を感謝。今後もよろしく。 
 藤井 康雄 ご案内ですが多忙で欠席です。会の発展をお祈りします。 
 蓮井 文代 父母は高齢で介護。欠席ですが皆様のご健勝、ご多幸を祈っています。 
 藤岡  弘 皆様のご活躍と同窓会の発展をお祈りいたします。 
 藤本 恵子 変わりなく、毎日忙しいです。 
 堀家 経雄 面接授業のため欠席です。 
 橋田 英明 体のために毎朝琴弾公園を散歩です。 
 二川美智子 変わりなく過ごしています。 
 松岡 康博 昨年金婚式を迎え、孫３人と良い日を過ごしています。 
 松本  正 ４月より松山学習センターへ移ります。 
 森井  幸 卒業に長いことかかりました。 
 村井 花子 せっかくなのに欠席です。 
 山下 敏子 週一のデイサービス行きです。 
 天野 道子 昨年は母の介護、そして今年は父の介護に追われている毎日です。 
 岡  訓弘 学ぶ必要の科目があるために、再び選科生として戻る予定です。 
 木村 昭仁 4 回目の卒業と 5 回目の入学を今春しました。文教学習センターを中心に       

神奈川、埼玉、千葉にも音楽のゼミで活動しています。今春の NHK ホール

でベートーベンの第九を式の日に習いました。香川の人に会えたのは嬉し

かったです。 
 桝山 臣香 かわりなく走り回っています。  
 西村 博子 4 月 14 日～16 日まで旅に出ています。総会は残念ですが欠席させていただ

きます。ラストの専攻”情報”で苦しんでいます。会報、名簿送付いただけた

ら幸いです。 
 上村 理砂 昨年引っ越しし新職場で頑張っています。 
 永田美豊子 いつもお世話になります。いろいろな企画を有り難うございます。 
 嶋田留美子 4 月 14 日は仕事がありまして欠席させていただきます。現在も看護師で夜

勤も頑張っています。体調管理しながら体力の衰えをカバーする毎日です。 
  

 

香川同窓会平成 30 年度 ご入会有難うございました。 
竹内 比呂志様 山花 博子様  岡  訓弘様 後藤 佳代子様 
玉川 蓮江様  稲元 きよみ様 森井 幸 様 矢敷 茂伸様 
池田 耕平様  崎川 卓代様  村井 花子様    （11 名）  



　アンケートは、172名の全会員に郵送、54名の方からご回答を頂きました。各項目毎にご回答のあった方が異なりますが
その結果を、下記の通りご報告させていただきます。

また、2019年度は従来の行事に加え、アンケートのご意見を反映した計画を立てております。
（別紙（次ページ）　2019年度行事予定表をご参照ください）

特に、新企画であります「地区交流会」は、観音寺・丸亀・高松・東かがわの県内4か所にて行います。
当日は、学習センター主催の「公開講演会」もありますので、ぜひお近くの会場へお越し下さるようにお願い申し上げます。

１．　総会について（開催曜日、開始時間、開催場所、所要時間）
開催曜日 日曜日及び何曜日でも可 79%
開始時間 10時～11時 68%
所要時間 2時間 48%
開催場所 香川学習センター（高松市） 86%

２．　地区会の立ち上げ 賛成 76%
その場合出席されますか 出席する 47%

３．各行事に出席・参加されている方（2017年度）
卒業生茶話会 40%
講演会 44%
卒論発表・ガイダンス 28%
研修旅行（島ネット） 35%
懇親会（ほうゆう会共催、忘年会等） 40%
研修旅行（学習センター主催） 42%

出席・参加されなかった（59％）の方は、出席・参加したいが日時・場所が理由でした。

新たに希望された行事は、花見（25％）、ハイキング（30％）、日帰り旅行（45％）でした。

4.　香川同窓会会員名簿発行について同意者　43名。　4月1日付で、発行しました。

5.　電子メール利活用について 同意者　31名。　テスト送受信を2月に行いました。　5月、会報（カラー版）をご送付。

＊＊　　「香川同窓会　会員名簿」に掲載ご希望の方、「電子メール利活用」をご希望の方は、下記内容をご参照の上

　同窓会事務局へ「はがき」等でお申込みください。　（同意者は、2018年8月10日までにお申し込みの方です）

＜アンケートの際のご案内です＞
香川同窓会会員名簿発行について

*　下記項目の（1）～（5）は、会員名簿に掲載してもよい項目をご記入ください。（例えば氏名のみなど）
※ （1）.　氏　名 （ふりがな）

（2）.　郵便番号
（3）.　住　所
（4）.　電話番号
（5）.　メールアドレス
　　＜個人情報保護法に基づく会員リストの取り扱いについて＞
①　当会員リストの個人情報の会員以外の第三者への開示、提供をお控えいただきますようご協力をお願いします。
②　当会員リストの個人情報に関するお問い合わせは、放送大学香川同窓会事務局までお願いいたします。
③　放送大学香川同窓会事務局は、個人情報保護法に基づき個人情報の安全な管理と保護の徹底に努めます。

電子メール等の利活用について
現在、各種行事のご案内・出欠の返信、会報のご送付等では郵便物・宅配便等を利用してまいりましたがそのコストが
年々増加してきており、将来同窓会財政が圧迫されてくることが予想されています。
また放送大学に於いて学んだ情報通信技術の利活用を、同窓会の運営に取り入れたく皆様方へご提案するものです。
なお、電子メールの利用が困難な方につきましては、従来通り（印刷物での郵送等）の扱いとさせていただきます。

何を： ①　総会の案内について　　（出欠確認・総会議題の賛否若しくは委任　等）
②　各種行事のご案内・出欠確認について　（卒業・修了・新入生歓送迎会、講演会、研修旅行、懇親会等）
③　会報（瀬戸の風）等　　印刷物の送付から電子データ（ＰＤＦ）の送付。ホームページからのダウンロード。

何時から：　2019年4月からの実施で、準備を進めたいと考えています。
誰に： 　電子メールの送受信が可能であり、電子メール等利活用をすることに同意された方。

　並びに、パソコン・スマートフォンなどで、電子メール、Word、Excel、PDFソフト等が使用できること。

※ 同意の方は、メールアドレスを確認させていただくため　

510ngoto@gmail.com　 （受信者　：　香川同窓会　後藤信義）
あて、「同意する」旨、メール発信をお願いします。 ⇒　後日、受領メールを送らせていただきます。

以上。

2018年8月実施の「アンケート」結果のご報告並びに2019年度の行事予定をお知らせします



名　　称 対　　象 内　　容 備　　考

11時～12時 総　会 学習センター 同窓会　会員

12時～13時３０
分

交流会 学生会館 同窓会　会員 昼食あり
2020年から「ｱｶﾃﾞﾐｯｸ・ｶﾞｳﾝ」着用記念撮
影（希望者）

14時30分～16時
30分

懇親会　（希望者） カラオケ喫茶 同窓会　会員
カラオケ、コーヒー、アルコールあ
り

5月19日（日） 14時～15時30分 講演会　「讃岐茶の湯」 高松 サンクリスタル第一集会室
同窓会　会員
在学生　一般

講師：中條晴之氏（茶道家） 学習センター主催

6月9日（日） 16時～17時 ＊　地区交流会 高松 学習センター大講義室（8階）
同窓会　会員
在学生　一般

卒業生交流懇談会並びに放送大
学の知名度向上を目指す

公開講演会（14時～15時30分）後、別会
場にて行う

6月上旬 卒業研究発表とガイダンス 高松 学習センター
同窓会　会員
在学生

9月29日（日） 12時～13時 卒業生・修了生茶話会 高松 学習センター
卒業・修了生
同窓会　会員

同窓会活動等の紹介
同窓・修了生との懇談会

「ｱｶﾃﾞﾐｯｸ・ｶﾞｳﾝ」着用記念撮影（希望者）

10月上旬 研修旅行　「島ネット」 丸亀 志々島を予定
同窓会　会員
在学生

10月26日（土） 16時～17時 ＊　地区交流会 丸亀
丸亀市ひまわりセンター
（０８７７－２２－５７００）

同窓会　会員
在学生　一般

卒業生交流懇談会並びに放送大
学の知名度向上を目指す

公開講演会（14時～15時30分）後、別会
場にて行う

11月9日（土） 16時～17時 ＊　地区交流会
観音
寺

観音寺市中央図書館
（０８７５－２３－３９６０）

同窓会　会員
在学生　一般

卒業生交流懇談会並びに放送大
学の知名度向上を目指す

公開講演会（14時～15時30分）後、別会
場にて行う

11月30日（土） 16時～17時 ＊　地区交流会
東か
がわ

東かがわ市交流プラザ
（０８７９－２６－１２２４）

同窓会　会員
在学生　一般

卒業生交流懇談会並びに放送大
学の知名度向上を目指す

公開講演会（14時～15時30分）後、別会
場にて行う

3月28日（土） 12時～13時 卒業生・修了生茶話会 高松 学習センター
卒業・修了生
同窓会　会員

同窓会活動等の紹介
同窓・修了生との懇談会

「ｱｶﾃﾞﾐｯｸ・ｶﾞｳﾝ」着用記念撮影（希望者）

＊　地区交流会の内容については、会員のご意見を含め検討中です。

懇親会 高松
同窓会　会員
在学生

8月（ﾋﾞｱﾊﾟﾃｨｰ）、12月（忘年会） 別途、ご案内

毎月 13時～15時 役員会 高松 学習センター 役員間のﾒｰﾘﾝｸﾞﾘｽﾄも活用

12月7日～8日 中国・四国地区ブロック会 高知 放送大学　高知学習センター
大学本部、連合会本部、地区同
窓会との情報・意見交換

出席者未定

5月25日～26日 全国連合会　総会 千葉 放送大学　千葉本部
大学本部、連合会本部、全国同
窓会との情報・意見交換

会長出席予定

5月15日 会報発行　 「瀬戸の風」　17号 印刷版（モノクロ）、電子メール版（カラー）

ほうゆう会共催行事

2019年度　香川同窓会　行事予定表
開催日時 場　　所

4月14日（日） 高松



2019 年度 放送大学香川同窓会役員は次の通りです 

会員皆様のご協力をお願いいたします。 

  

    会 長    藤本 芙佐子 

    副会長    岡部 元一  宮北 薫 （事務局長兼務）   

    事務局    後藤 信義 

    会 計    寶田 洋子 

    監 査    篠原 育子  松井 政行 

    理 事    山田 勲   久間 敬二   関  義久 

           植松 隆郎  渡辺 義雄   宮地  豊二  

    顧 問    大平センター長   山崎前センター長  

           高尾元センター長  岡市元センター長 

    相談役    八畠 好市朗    大北 穆 

   

！！  つなごう、広げよう、同窓会の輪  ！！ 

 

1. 同窓会報への原稿やユニークなお便り・写真をお寄せください。 
（テーマ） 自由（未発表のもの） 

（文字数） 600 字程度以内。 

（締切り） ご自由に、思い立ったらすぐに。 

（宛 先） 760-0016 高松市幸町 1-1（香川大学内） 

放送大学香川学習センター内 香川同窓会事務局宛て 

 <E ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ> 510ngoto@gmail.com 

 

2. 会員の方で、住所・メールアドレス等が変更された方は、事務局までお知らせ下さい。 

 

☆ 学生募集ご協力のお願い ☆ 

 皆様のご家族、ご友人に放送大学をお薦めください。 

 放送大学の魅力を口コミで学生募集を広げていきませんか！！ 

  

（編集後記） 原稿を揃え、チェックして印刷に回す。あとは冊子として出来上がって

手元に届くのを待つ。初孫の生まれるのを待つ心境だ。それにしても今回は一段と充実し

たものとなったと自負している。島ネット参加の楽しさを語る玉稿、元会員からの老いて

なお学ぶことの意義を語る玉稿、本誌は皆様からお寄せいただいた玉稿で成り立っていま

す。奮っての投稿をお待ちしております。 （事務局長 宮北 薫）  

 


